
A．障害を持つ会員への支援サービス

１：実施している 具体的なサービスおよび要望

会場全般に関する支援サービス 車椅子者ｻｰﾋﾞｽ（駐車場・会場）。

視覚ガイドヘルプ (道・建物内案内)，移動支援等 など。

学会開催期間中、視覚障がい(全盲)の会員対象に補助者(１名～３名)による各

種手続き補助、発表補助、移動介助、会場見学補助、その他を実施。

発表等に関する支援サービス ポスター発表時の通訳。PC通訳・手話通訳・テキスト提供。文字通訳。

発表される会場（場所）の工夫（入り口に近い所や段差のない所など）。

講演・シンポジウム等、発表者の口頭発表をワープロで字幕表示。

大会、シンポにおいて、HP上で合理的配慮の申出受付、主要プログラムでの

文字通訳。

その他費用にかかわる支援サービス 通訳や補助の参加費を無料とする。

車椅子介助が必要な参加者に対して介助者謝金を学会より支払った事例あり。

精神障害、発達障害をもつ会員（非会員も含む）が学会大会や研修会に参加す

る場合、参加費負担軽減サービスを実施。

要望
今後要支援者の人数が増えると財政面で実施は困難である。日心連での相互扶

助制度の検討をお願いしたい。

２：実施していないが検討している コメント

各大会において検討。学会全体としては今後の検討課題。

大会案内等で、特別な配慮が必要な場合の連絡方法や対応について、検討中。

大会は、毎年、全国各地区の異なる会場で実施しているため、一定の対応基準

を定めることが困難。障害を持つ参加者の情報と要望に応じて随時対応。

現在、障害のある会員がいないため実施していないが、検討依頼があればすぐ

に対応できる体制にある。

３：実施も検討も行っていない コメント

研究大会の運営は開催校（大会実行委員会）の判断に任されているが、過去に

実施されたことはない。

移動の困難を伴う障がいへの支援については、大会が実施される会場が行って

いる支援サービスにまかせており、学会としての対応は行ってきていない。

11% 

55% 

34% 

１：実施している 

２：実施していないが検討してい

る 
３：実施も検討も行っていない 

－ 1 －



１：実施している 具体的支援サービス

事前に予約を募り、外部業者に委託し、託児室・託児スペースを設

ける　無料／有料（1,000円～2,000円程度）。

２：実施していないが検討し

ている
検討内容等

託児サービス
大会時の託児支援サービスは、会員の必要性に応じて実施を検討す

ることとしているが、これまでは実施していない。

会場の規模等に応じて，託児支援サービスの実施を検討している。

学会として託児サービスは提供できないが、可能な限り近隣の託児

施設をご案内する。

その他
大会参加者が同伴する障害児の活動・移動支援サービスを検討して

いる。

検討依頼があればすぐに対応できる体制にある。

３：実施も検討も行っていな

い
コメント

研究大会の運営は開催校（大会実行委員会）の判断に任されている

が、過去に実施されたことはない。

大会主催校に一任しており、これまでの実施はない。

これまでの学会大会では託児支援サービスのニーズがなく実施して

いないが、今後、ニーズがある場合は、検討する。

B．会員の子どもの託児支援サービス
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1: 実施している 具体的な負担軽減等サービス

学会参加費の軽減 会員の参加費と比較し、4,000円程度安く設定している。

大会予約参加費は一般会員（６０００円）の半額。

学部学生の参加費を割引。額は大会主催校で決定

大学院生に対しては，大会参加費割引としている。

また，今年度から非会員の学部生の参加費は無料とした。

非会員3000円のところ学生非会員は2000円。会員は1000円（正会員も非会

員も同様）。

正会員で学生の身分の人は、個人発表者に限り参加費を無料としている。

参加費を「会員」、「非会員」、「大学院生」の3種設定し、非会員での参

加に比べ、費用の負担を軽減している。

学会参加費＋関連費

の軽減

当日参加申込み一般会員・非会員6000円のところ、学生会員は3000円。ま

た、懇親会は、当日参加申込み一般会員・非会員5000円のところ、学生会員

は3000円。

大学院修士課程在学会員につき、大会参加費を通常会員7,000円のところ

5,000円。同様に交流会も院生用の料金を設定している。

大会において、学生の場合は、大会参加費及び情報交換会参加費を一般会員

より低額に設定している。

学生会員の大会参加費は、会員よりも低く設定されている

（例：2017年大会では、学術大会の予約参加費が会員7000円、学生会員

5000円。ワークショップや懇親会も学生会員価格が正会員よりも低く設定さ

れている）

院生会員、および準会員（学部生）については、大会参加費を割引きしてい

る。また、大会準備委員会の裁量で、大学内宿泊施設の斡旋など、院生会員

の大会参加に関する費用負担を軽減する取り組みを行う年度もある。

C．学生会員への参加費負担軽減等サービス
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学生会員は大会参加費を正会員より減額している。例えば、2017年度学会大

会においては正会員の大会参加費(予約)は4,000円であるが、学生会員は

2,000と正会員の半額に設定している。その他、懇親会参加費も正会員より

減額している。

院生・学生（会員、非会員）ともに、大会参加費、研究発表費、懇親会参加

費の負担軽減を行っている。

年会費の軽減 正会員年会費7,500円、学生会員は年会費 4,000円。

大学院修士課程以下の学生の会費を低額に設定している。

学会参加費および

年会費の軽減

年会費　一般7000円　学生4000円

年次大会参加費　（予約）一般5000円　学生4000円

　（当日）一般5500円　学生4500円

学部生は年会費半額、院生は学会等の参加費をできる限り減免。

院生に対して、年会費5,000円、大会参加費5,000円を2,000円（予約参加前

納の場合、4,500円を1,500円）に減額している。

年会費：正会員8,000円を学生会員は2,000円

大会参加費：正会員7,000円を学生会員は4,000円

その他の援助

国際学会支援制度があり、正規の学籍を持つ大学院生、または、大学院博士

後期課程入学後6年未満で、社会心理学の研究・教育に携わる者に対して、

渡航経費の一部を補助している。

３：実施も検討も

行っていない
学会の性質上，学生の入会は原則として認めていない。
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D．倫理規程・指針の有無

コメント

１：実施している 倫理規程

倫理綱領

倫理指針

倫理基準

独自の規程はないが，他団体の倫理綱領

や規程に準じている

機関誌の規約に倫理規程を盛り込んでい

る。

投稿倫理ガイドライン、および

年次大会時の倫理ガイドライン

２：実施していないが

検討している
倫理綱領はある

法人化に伴って内容の変更・修正を検討

中
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